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り︑ ﹁毛柔長﹂との説明から﹁毛長猿﹂という和名が付与されたと考えられる︒ ﹃新刊多識編﹄には むくげざる﹂ ︑ ﹃和漢三才図会
（
30）﹄












































































































































後で取り上げる佐脇嵩之﹃百怪図 ﹄ （一七三七写）巻末に﹁古法眼元信筆﹂と記されてい ことに対して︑ ﹁画の技巧は別として︑その風俗上より観る時は︑やはり享保元 頃のやうで︑とても足利時代のものとは受け取れない﹂ （本文一〇頁）と述べている︒また︑辻惟雄﹁化物づくし﹂ ﹃美術手帖﹄二四〇︑
 一九六四でも︑ ﹃百怪図巻﹄については︑ ﹁元文二年
















































































































































































































































































































































孫の三歳になりしを引さき喰ける︑家内驚きあわてける内にはたかに成てかけ出し︑近所の子共二三 つ み から山中に至り隠るゝ︑其後七年過て薪伐に出る農人 出合 弥作か事を尋し 見たるを絵に写⑪山城国あたり山の辺血洗 池より出る︑長 九尺人を数多食ふ︑牛かわすといふものと老人のかたりし⑫讃州志度浦の人釣に出け に此形 もの来 釣たる魚を喰ひしゆへ︑竿にて打けれハひしとしかみ付︑舌を出し ねふり︑或ハ爪にてかき骨計になし︑釣人の肉を喰ひ血を吸けるを︑数多たくミて︑後に飼付て打殺し る︑海坊主是なり
174
⑬嵯峨より京へ通る早飛脚夜道に仁和寺の前を通る女の首計木の枝にかゝりてにこ〳〵と笑ひける︑飛脚の者刀を抜追払ひけれは失て見えす︑其方角の小家に火の見えけれハそれをしるへに尋行水を乞ける︑主の女房横手を打只今まとろミ候内 夢に仁和寺の前に出けるを刀を抜て人の追付と見申候︑其追たる人 顔付其許に少共違ハすといふ 見れハ最前 首に少も違ハす 不思議におもひ其夜ハそこに宿しける︑然とも飛脚の者ハ少もまとろますありけるに︑女房す しね入 よとおもへハ︑糸のことき筋を引て首抜出あたりを廻る︑いわゆる
ろくろ首
是也︑常の女にも咽に輪








































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































名称 名称 場所 名称
1 見越入道 1 ▲
2 しやうけら 2 （僧） 越後国なまずが渕
3 へうすへ 3 山おし・足長猿
4 ぬれ女 4 （如此成者） 筑前国上座郡赤谷村 24 目ひとつほう
5 かわつは 5 （女房） 筑前国上座郡 9 うぶめ
6 がごぜ 6 毛坊 薩摩国浜の田
7 ぬらりひよん 7 毛長猿・狨 信濃国おし山
8 くはしや 8 カコセイ 尾州・大和の国 21 しやうけら（うわん？）
9 うぶめ 9 一寸坊・大頭 加賀の国 7 ぬらりひよん
10 ぬつぺつほう 10 （火） 筑前の国潮煎塚
11 わいら 11 ▲ 大和の国三笠山 4 ぬれ女
12 おとろし 12 ▲ 6 がごぜ
13 山びこ 13 スイ 15 わうわう
14 ぬりほとけ 14 飛鬼・髪切 出雲国 30 かみきり
15 わうわう 15 赤口 筑前国上座郡 22 あか口
16 夢のせいれい 16 ヲサカベノ一族 播磨国姫路の城下 28 野狐
17 山うは 17 猫また 肥前国 29 猫また
18 犬神 18 山姥 17 山うは
19 ぬけくひ 19 かもせい 尾州 2 しやうけら
20 山わらう 20 かこかさみ 薩州浦 3 へうすへ
21 うわん 21 （ヱビス） 信濃国 13 山びこ
22 あか口 22 しい 信州木曽 20 山わらう










名称 場所 名称 名称
1 へらほう・人犬 奥州 10 ぬつぺつほう
2 一寸坊・大あたま 加賀国 7 ぬらりひよん 9 一寸坊・大頭
3 ねこまた 肥後国 29 猫また 17 猫また
4 鳶鬼 出雲国 30 かみきり 14 飛鬼・髪切
5 かもせひ 尾州・大和国 2 しやうけら 19 かもせい
6 ▲ 大和国三笠山 4 ぬれ女 11 ▲
7 狒々 越後国
8 宗像御前の怨霊・ひでり鬼 筑前国宗像郡 6 がごぜ 12 ▲
9 異眼入道 吉野 1 見越入道
10 （母） 肥後国熊本 25 ゆふれゐ
11 牛かわす 山城国 11 わいら
12 海坊主 讃州志度浦 14 ぬりほとけ
13 ろくろ首 仁和寺 19 ぬけくひ
14 しゝこり 豊前国奈良林 12 おとろし
15 ▲ 播磨国姫路の城下 28 野狐 16 オサカベノ一族
16 （如此形のもの） 筑前国上麻郡林田 22 あか口 15 赤口
17 しい 信州木曽 20 山わらう 22 しい
18 猫股 陸奥国 18 犬神
19 雪女 奥州仙台～武州江戸 27 ゆき女
20 鬼土鼠 筑後国松崎山 23 うし鬼
21 ▲ 栂尾の山中 16 夢のせいれい
22 （スイ） 15 わうわう 13 スイ
23 そはおしき 鞍馬の山中 26 ふらり火 23 そばおしき
24 川太郎 筑前 5 かわつは
25 野守鬼 大和国 21 うわん 8 カコセイ？
26 牛頭馬頭の鬼・火車 肥後国嶋原 8 くはしや
27 うくめ 肥後国嶋原 9 うぶめ 5 （女房）
▲は無記名のもの、丸括弧内は固有名詞ではないが詞書の化物を指す語
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1　﹃諸国妖怪図巻﹄
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国際日本文化研究センター所蔵『諸国妖怪図巻』をめぐって
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2　﹃化物尽くし絵巻﹄
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3　﹃怪奇談絵詞﹄
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